
2018.10.23　ロゴの色を変更しました。
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第77期 中間株主通信 
2022年4月1日 ▼2022年9月30日
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主要連結財務データ （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

1株当たり
四半期（当期）純利益

総資産 純資産

第75期
2020年度

第76期
2021年度

第77期中間
2022年度

第77期（予想）
2022年度

売上高 35,588 42,337 22,613 48,000

営業利益 3,444 4,780 2,340 5,000

経常利益 4,253 5,572 3,098 6,200

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 2,623 3,541 1,973 3,650

1株当たり四半期（当期）純利益	 （円） 63.34 86.32 48.75 90.14

総資産 49,458 55,818 59,194 —

純資産 36,133 40,210 44,007 —

配当（累計）	 （円） 24.00 30.00 16.00 32.00

株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。ここにアネスト岩田
グループ第77期第2四半期連結累計期間（当中間期：2022年４月1日から2022年9月30日
まで）の株主通信をお届けいたします。

新中期経営計画のスタートから半年が経過しました。依然として、欧州東部における紛争を
始めとする地政学的リスクや資源価格の高騰、為替の影響などに伴い世界経済は不透明性を
増していますが、当社グループは新中期経営計画の達成のみならず、来る100周年、さらに
その先の事業成長へ向けて着実に歩みを進めております。基盤となる2つのコア事業において
は調達から生産、販売そして配送に至るまで常に最適化を行い、収益性の向上を目指すとと
もに新製品開発に注力いたします。また新規事業の開拓や真に当社グループの成長を実現可
能とするM&Aに対する投資を行い、ますますの事業拡大を進めてまいります。

このような状況のなか、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高22,613百万円（前
年同四半期連結累計期間対比11.1%増）、営業利益2,340百万円（同1.6%減）、経常利益
3,098百万円（同16.0%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,973百万円（同16.9%
増）となりました。

株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援の程、宜しくお願い申し上げます。
2022年12月

11月9日に修正開示をおこないました。2022年度の業績予想値は、為替レート
を133.30円/ドル・138.27円/ユーロ・19.78円/人民元として計画したものです。

2022年度連結業績予想と製品別売上高

（単位：百万円）
2022年度第2四半期実績	 2022年度通期予想（前年度比較）
実績 構成比 目標額 構成比 増減額 増減率

売上高 22,613 100.0% 48,000 100.0% 5,662 13.4%

内 

訳

　圧縮機 12,586 55.7％ ― ― ― ―
　真空機器 1,115 4.9％ ― ― ― ―
エアエナジー事業 13,701 60.6％ 28,600 59.6% 3,584 14.3%
　塗装機器 8,055 35.6％ ― ― ― ―
　塗装設備 856 3.8％ ― ― ― ―
コーティング事業 8,911 39.4％ 19,400 40.4% 2,078 12.0%

営業利益 2,340 10.3% 5,000 10.4% 219 4.6%
内 

訳
エアエナジー事業 1,330 ― 2,850 ― 336 13.4%
コーティング事業 1,009 ― 2,150 ― ―117 ―5.2%

経常利益 3,098 13.7% 6,200 12.9% 627 11.3%
									四半期（当期）純利益 1,973 8.7% 3,650 7.6% 108 3.1%
 ￥/＄
為替レート ￥/€
 ￥/CNY

122.89円
134.25円
18.94円

（実績）
133.30円
138.27円
19.78円

（想定）
23.50円
8.38円
2.77円

円安想定

親会社株主に
帰属する

株主の皆様に対する安定的な利益還元に努めることを重要な
使命としております。

株主還元政策（配当と自己株式の取得と消却）

※ 2022年度業績予想及び配当につきましては、2022年11月9日に修正開示しました。 
詳細は当社ホームページをご覧ください。

自己株式の取得と消却
株式価値の向上を目的に継続的な検討を行っています。

配当
連結業績の「親会社株主に帰属する当期純利益」の範囲並びに連
結配当性向35％を目安とします。なお、中間期は1円増配しました。

第2四半期末（中間） 期末 合計
2021年度 13.00円 17.00円 30.00円
2022年度 16.00円 16.00円（予想） 32.00円（予想）

代表取締役 社長執行役員

連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights株主の皆様へ To Our Shareholders

配当金と配当性向の推移

29.729.7 31.231.2
36.836.8 37.937.9 34.834.8
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T O P I C S

「統合報告書2022」を発行   
当社のマテリアリティを特定

コンプレッサのサブスクリプションサービスを開始 詳細は　
こちら▶

自動車補修用スプレーガンの 
フラッグシップモデルをフルモデルチェンジ　 

「WS-400/LS-400（SR2）」を欧州で先行販売

ステークホルダーの皆様に当社への理解をより深めていただくためのコミュニケーションツールとして統合報告
書を毎年発行しています。

このたび「統合報告書2022」の発行に合わせて、持続的な企業価値向上に向けた重要課題（マテリアリティ）を初
めて定めました。

当社は、価値のある商品・サービスの提供やステークホルダーからの期待に応える活動を行うことで、その対価
として収益や信頼を獲得しています。そして、獲得した資本によりさらなる成長を実現する取り組みを行っています。
この一連の過程を繰り返すことが持続的成長につながると考えています。

また、真の企業価値とは業績などの経済的価値とESGなどの社会的価値の両輪から成ると捉えており、双方を
バランスよく高めることに努めています。これらの考えを基に、今後も企業として価値を生み出していくための事業
成長課題と、社会の一員として解決に貢献する社会課題という２つの視点からマテリアリティを特定しました。

当社のグループ会社である株式会社A&Cサービス
がコンプレッサのサブスクリプションサービスを開始しま
した。

コンプレッサは導入の際の初期費用や定期的なメン
テナンス費用などが一時的に突出し、予算計上に苦心
するケースがあります。サブスクリプションサービスで
は、月額費用のみでコンプレッサの導入及びメンテナン
スサービスを行うことができるためコストの平準化に伴
い、そのような悩みを解消することができます。今後は
コンプレッサの新たな導入方法として浸透を図ってまい
ります。

水性ベースコート塗料やハイソリッドクリヤー向けのスプレーガンである
「WS-400/LS-400」の最新モデル（SR2）を2022年5月より欧州で先行販売
しました。今後は、日本、アジア、米州など全世界へ拡販いたします。

水性塗料は人体や環境への悪影響が懸念されているVOC（揮発性有機化
合物）を大幅に削減した塗料で、世界的に普及と改良が進んでいます。進化
し続ける水性塗料の性能を最大限引き出すべく、従来型（SR1）をフルモデル
チェンジしました。

統合報告書 p32より引用

※定義：【製品】当社が製造（加工・組立）した品物。【商品】製品及び仕入品を含む当社が市場へ提供する品物の総称。

統合報告書2022

▼詳細は
　こちら

WS-400（SR2）

貸出機一例
（給油式スクリューコンプレッサ）
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商 号 アネスト岩田株式会社（ANEST IWATA Corporation）
創 業 1926年5月1日
設 立 1948年6月2日
資 本 金 3,354,353,175円

従 業 員 数 602名（連結子会社含む1,801名）
本 社 神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地
工 場 秋田、福島
営業拠点等 仙台、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡

会社の概要 

● 会社法の改正により第77期以降の株主総会資料は原則ウェブ化されます
● 株主総会資料の全文は当社コーポレートサイトにアクセスすることで確認できます
●  インターネットを利用することが困難な株主様は、株主総会の基準日までにお取引先の証

券会社またはみずほ信託銀行のウェブサイト（右記）より書面交付請求をお願いします
● 書面交付請求をお申し出いただいた株主様には株主総会資料を書面でお送りします みずほ信託銀行 証券代行部

 ウェブサイト▶

電子提供制度専用ダイヤル（フリーダイヤル）	
0120-524-324

（土・日・祝日を除く 9：00～17：00）

2022年7月に当社の製品情報サイトをリニューアルしま
した。

新しくなった製品情報サイトでは、お客様がご覧いただ
きやすいように商品カテゴリを抜本的に見直し、サイト内の
動線を改善しました。お客様がお困りになっている課題と
その解決方法をいち早く見つけられるようになり、サイト内
だけで完結する構造になっています。スマートフォンでの表
示にも対応しておりますので、端末を問わずに当社の製品
情報をご確認いただけます。

当社の製造拠点である秋田工場と福島工場のバーチャルショールームを当社コーポレートサイトで公開し
ました。両工場は、当社グループのマザー工場としてスプレーガンとコンプレッサをそれぞれ製造しており、
お客様のお手元に届く製品がどのような工程で製造されているかを簡単にご覧いただくことができます。

スマートフォンからもご覧いただけますので、下記のQRコードより“ご来社”ください。

製品情報サイト　TOPページ

秋田工場　
バーチャルショールーム

福島工場 
バーチャルショールーム

当社製品情報サイトをリニューアル 詳細は　
こちら▶

秋田・福島工場のバーチャルショールームを公開

株主総会資料の電子提供制度に関するご案内

会社概要	（2022年9月30日時点） Company Information

体制と役員氏名

監査等委員を除く
社内取締役  3名
社外取締役  3名

社長執行役員（取締役兼務） 1名
専務執行役員（取締役兼務） 1名
常務執行役員（取締役兼務） 1名

常務執行役員 2名
執行役員（国内） 1名
執行役員（海外） 1名

【経営機関】

【業務執行機関】

社長執行役員

代表取締役

取締役会

監査等委員
社内取締役  1名
社外取締役  3名

監査等委員会

内部監査室

執行役員会

・ 7名構成
⇒代表取締役＋社外取締役6名

・ 委員長は社外取締役

取締役会へ答申
指名・報酬委員会

取締役会へ答申・報告

内部統制委員会
サステナビリティ・
CSR委員会 【執行役員】

社長執行役員 深瀬　真一
専務執行役員：1名
コーティング事業部長 大澤　健一
常務執行役員：3名
営業本部長 武田　克己
経営管理本部長
経理部長 三好　栄祐

エアエナジー事業部長
開発技術部長 岩田　　仁

執行役員　
国内：1名  海外：1名
コーティング事業部  
北米製造販売 
子会社 社長

Gary	Glass

エアエナジー事業部  
事業戦略部長
中国製造販売 
子会社 社長

大丸　正徳

【取締役・監査等委員である取締役】
代表取締役 深瀬　真一
取締役会長 壷田　貴弘
取 締 役 大澤　健一
取 締 役 武田　克己
社外取締役 米田　康三
社外取締役 浅井　侯序
社外取締役 白井　裕子

取締役 監査等委員（常勤） 鈴木　正人
社外取締役 監査等委員 大島　恭輔
社外取締役 監査等委員 松木　和道
社外取締役 監査等委員 大橋　玲子

詳細はこちら▶ 詳細はこちら▶

当社ウェブサイトの
� 「株主総会関連資料」ページ▶

今まで 紙
で
確
認

議決権
行使書

株主総会資料
（招集ご通知）

これからは ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認

議決権
行使書 アクセス

URL

通知書面
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この冊子は環境保全のため、植物油インキとFSC® 認証紙を使用しています。
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

株式の状況 株主メモ

発行可能株式総数 189,290,000株
発行済株式の総数 40,641,213株（自己株式1,104,292株を除く）

（注） 自己株式には、株式給付信託が保有する 
当社株式180,000株は含まれておりません。

株 主 数 3,731名

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月中
基 準 日  3月31日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
特別口座の口座管理機関 みずほ信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先�
電話お問合せ先��

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル 0120−288−324

（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）
【取扱店】 みずほ信託銀行株式会社全国各支店

公 告 方 法  電子公告（下記 当社ホームページにて掲載）。
ただし、事故その他の事由で電子公告ができな
い場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

1.   株主様の住所変更、買取・買増請求書その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座管理機関で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社にお問合せください。

2.   特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きは買取・買増請求書
を含め、上記の特別口座の管理機関（みずほ信託銀行）にお問合せくだ
さい。

3.   未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行本支店でお受取りい
ただけます。

株式の各種お手続きについて

単元未満株式は、証券市場で売買できません。しかし、株主様は当社に対
して単元未満株式の買取（株主様の売却）または買増（株主様の購入）をご請
求いただくことで、単元未満株式を売却または1単元株式に整理することが
できます。ご希望の方はお取引きのある口座管理機関にお問合せください。

単元（100株）未満株式をお持ちの株主様へ

本報告書に記載されている情報につきましては、当社の計画、業績など将
来の見通しに関する記述が含まれており、これらの記述は、その時点で入
手可能な情報及び当社が合理的であると判断する一定の前提条件に基づい
ています。実際の業績は、さまざまな要素により、これらと異なる結果とな
り得ることをご了承ください。

見通しに関するご注意事項

株券電子化の前に証券会社等を通じて証券保管振替機構（ほふり）に株券を預託
しなかった株主様の株式については、特別口座管理機関（みずほ信託銀行）にて
管理しており、これを特別口座といいます。
そのままでは市場での売却ができない等の制約がありますので、お心当たりの株
主様は、お早めに取引のある証券会社への振替をお願いします。
お手続きの詳細は、上記のみずほ信託銀行証券代行部にお問合せください。

【お知らせ】 株券を預託しなかった株主様へ

個人・その他
31.83%

外国法人等 20.23%

金融機関
35.21%

その他の国内法人
9.49%

証券会社 0.60%

自己株式
2.64%

所有者別株主分布状況

大株主
株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,092 12.5
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 4,296 10.6
第一生命保険株式会社 2,272 5.6
アネスト岩田仕入先持株会 1,914 4.7
アネスト岩田得意先持株会 1,904 4.7

〒223-8501　神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地
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表紙デザインについて
2022年度～2024年度の中期経営計画で
「500&Beyond」を掲げました。
最終年度2025年3月期オーガニック分として、売上
500億円以上を目指すことを表しており、表紙には
成長の勢いを感じられるデザインを採用しました。


